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津
波
が
襲
来
。
村
長
藤
原
熊
吉
、
収

入
役
安
部
（
五
郎
三
郎
）
共
に
溺
死
、

村
議
会
議
員
千
代
川
幸
八
、
阿

部
八
之
助
、
鈴
木
六
弥
の
３
人

を
残
し
議
員
５
人
も
溺
死
し
た
。

大
沢
村
の
死
者
は
実
に
４
１
６

人
に
及
び
、
民
戸
４
戸
を
残
し

２
４
０
戸
流
失
（
山
谷
集
落
　１１

戸
は
免
れ
た
）、
海
岸
通
り
の

　
、
６
間
が
削
り
取
ら
れ
る
な

１５ど
目
に
余
る
惨
状
で
あ
っ
た
。

　
村
長
代
理
に
当
時
　
歳
で

４３

あ
っ
た
幸
八
が
任
命
さ
れ
、
村

　
幸
八
は
嘉
永

６
年
（
１
８
５

３
）
大
沢
村
に

生
ま
れ
、
若
く

し
て
家
業
の
農

業
を
継
い
だ
。

　
明
治
　
年
大

１６

沢
村
住
民
会
が

組
織
さ
れ
、
幸

八
は
　
歳
で
委

３０

員
、　

歳
で
村

３６

議
会
議
員
、
後

住
民
会
会
長
に

選
任
さ
れ
、
地

域
経
済
の
振
興

に
取
り
組
ん
だ
。

　
明
治
　
年
６

２９

月
　
日
（
陰
暦

１５
５
月
５
日
）
午

後
８
時
　
分
、

５５

三
陸
沿
岸
に
大

業
は
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
た
。
間
も

な
く
郡
、
県
の
支
援
に
よ
り
決
壊
道

路
や
護
岸
の
修
築
、
仮
設
住
宅
の
建

設
な
ど
復
興
工
事
が
行
わ
れ
た
。
翌

　
年
４
月
幸
八
は
体
調
を
崩
し
引
退
、

３０遠
山
則
之
が
村
長
に
就
任
し
た
。

　
明
治
　
年
　
月
、
幸
八
は
推
さ
れ

３２

１０

て
村
の
名
誉
助
役
に
就
任
。
遠
山
則

之
、
摂
待
治
一
、
中
野
健
次
郎
、
竹

内
宗
永
、
佐
々
木
順
と
５
代
の
村
長

の
下
で
　
年
間
、
財
政
の
建
て
直
し

１３

に
努
め
た
。
　

年
に
は
大
沢
―
豊
間

４４

根
間
道
路
も
開
削
さ
れ
る
な
ど
交
通
、

役
場
を
小
学
校
裏
の
備
荒
倉
に
開
設
。

会
議
に
は
南
陽
寺
本
堂
を
借
用
し
、

産
業
の
復
興
に
も
尽
力

し
、　

年
に
助
役
を
退

４５

任
。
大
正
期
に
入
り
、

請
わ
れ
て
村
議
会
議
員

を
２
期
務
め
、
村
政
に

貢
献
し
た
。

　
幸
八
は
村
に
お
け
る
養
蚕
の
先
駆

者
と
も
い
わ
れ
、
村
の
農
会
副
会
長

を
務
め
た
後
、
下
閉
伊
産
馬
畜
産
組

合
の
副
組
合
長
を
務
め
畜
産
業
の
発

展
に
も
努
め
た
。

　
幸
八
は
明
治
　
年
か
ら
８
年
間
郡

３１

会
議
員
を
務
め
、
　

年
に
は
郡
会
参

３６

事
を
務
め
た
。　

年
漁
業
法
が
制
定

３５

さ
れ
、
住
民
会
は
漁
業
組
合
と
改
称
。

幸
八
は
理
事
に
選
ば
れ
、
大
沢
漁
業

組
合
の
充
実
発
展
に
尽
力
し
た
。
任

期
途
中
の
昭
和
４
年
５
月
、
幸
八
は

波
乱
万
丈
の
　
年
の
生
涯
を
終
え
た
。

７４

大
沢
村
の
復
興
・
発
展
に
尽
力
し
た

　
　
　
　
　
　
千
代
川
　
幸
　
八

【１２】
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岩
手
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
の
総
会
が
、
５
月
　
日
１５

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

山
田
町
の
組
合
が
当
番
な
の
で

本
来
で
あ
れ
ば
町
内
で
開
催
す

べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
場
の

都
合
で
大
槌
町
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
月
の
　
日
に

２４

は
東
北
高
等
学
校
相
撲
選
手
権

が
町
内
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、

せ
っ
か
く
の
機
会
に
も
か
か
わ

ら
ず
お
客
さ
ま
を
全
員
町
内
に

お
泊
め
で
き
な
い
の
が
残
念
で

す
▼
飲
食
業
組
合
で
は
お
客
さ

ま
の
た
め
に
陸
中
丸
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
山
田
港
を
出
発
、
船

越
半
島
を
一
周
し
て
吉
里
吉
里

港
に
入
港
す
る
歓
迎
行
事
を
行

い
ま
し
た
。
私
も
乗
船
さ
せ
て

い
た
だ
き
久
し
ぶ
り
に
「
海
の

ア
ル
プ
ス
」
の
絶
景
を
堪
能
し

ま
し
た
が
、
初
め
て
ご
覧
に
な

る
方
が
多
く
感
動
し
き
り
の
様

子
で
し
た
▼
夜
の
懇
親
会
で
は
、

八
幡
大
神
楽
、
境
田
虎
舞
も
登

場
し
て
郷
土
芸
能
で
も
素
晴
ら

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
準

備
に
当
た
ら
れ
た
役
員
の
皆
さ

ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
山
田
町
長
　
沼

崎

喜

一

町
長
室
か
ら

や

ま

だ

の

４９

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
佐
藤
仁
志
さ
ん
（
豊

間
根
・
　
）
で
す
。

７２

緊
急
村
相
談
会

を
開
き
復
興
委

員
　
人
を
選
出

１５
す
る
と
、
幸
八

自
ら
陣
頭
に
立

ち
救
援
隊
に
よ

る
救
出
、
遺
体

の
収
容
、
倒
壊

家
屋
の
撤
去
、

道
路
の
確
保
、

海
岸
流
失
物
の

撤
去
な
ど
の
指

揮
を
と
り
、
作

千
代
川
善
春
さ
ん
宅
に
あ
る
幸
八
と
妻
ト
ミ
さ
ん
の
肖
像
画


